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カーネル法によるマルコフ遠鏡の遷移行列の国有僅解析

統計数理研究所伊庭幸人

機械学習などで近年用いられている再生カーネルに基づく手法を高野・宮

下の緩和モード解析に導入する試みについて話した.

緩和モード解析

高野と宮下は，文献[1]で，データから背後にある高次元のマルコフ連鎖の富

有値と固有ベクトノレ(緩和モード〉を撞定する方法を提案した.この方法で

は，国脊ベクトノレに対してパラメータを含んだ形を仮定し，時間遅れ相関を

含んだ一般化富有僅問題を解くことで，遷移行列の要素を推定せずに，遅い

モードに対応する少数の毘有値および富有ベクトルを推定するという点に特

徴がある.ランダムスピン系，ポヲマー，タンパクなどのシミュレーション

データの解析への応用が行われている.

カーネル法

線形の多変量解析手法を非隷形化する一般的な手法として再生カーネノレを用

いる手法がある [2，3].SVM(サポートベクターマシン〉がよく知られている

が，それ以外にも， PCAに対するカーネル PCA，CCAに対するカーネル

CCAなどさまざまな応用がある.カーネルCCAをカオス振動子関の複雑な

同期現象の解析に応用した例については [4]を参照.

今回の内容

今回は上の2つを結びつけて，高野・宮下法をカ}ネノレ化する試みについて

述べ，いくつかの計算倒を示した.この内容は，さらに例を追加して，日本
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